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2008年11月吉日  

報道関係者各位  
 

就職活動にも不安 米金融危機の影響か 

学生の意識 安定志向進む  
全国１４９９名の学生を対象とした就職活動に対する意識調査 

 

特定非営利活動法人ドットジェイピー  

理事長 佐藤大吾  
 

NPO法人ドットジェイピー （以下、ドットジェイピー）は、全国の学生スタッフが中心となって活動している団

体で、「インターンシッププログラム」（議員・首長インターンシップ）の提供と並行し、定期的に学生を対象と

した意識調査の実施・発表も行っております。 

 

この度、全国 1499 名の学生に就職活動に対するアンケートを実施致しましたので、その結果をここにお知らせ

致します。 調査概要などの詳しい情報は以下に記述してある通りです。 

 
今回の調査で分かったことは、学生の働くことに対する意識が安定志向であるということでした。「就職先を選

ぶ際に優先すること・優先したことには何か」という問いに対して、最も多かった回答は「「やりがい」次に「給

与」、「安定性」となっていました。 

また、「就職活動の際に不安に思っていることは何か」の問いの「その他」の回答において「内定取り消し」と

いうものも多くあり、米金融危機の影響が少なからず出ているのではないかと思われます。今後、就職活動が本格

化してくる中、学生の意識や現実の問題などどのように変化していくのでしょうか。 

 

 

≪アンケート調査概要≫  
期間：2008年11月1日～11月7日（1週間）  

対象：全国の学生 1499名  

目的：就職活動に対する若者の意見を社会に届けるため   

方法：ドットジェイピーの学生スタッフの広報による紙媒体での回収、WEBアンケートの実施  

  

■回答者データ（左上：性別、右上：地域、左下：学年、右下：学部）  
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≪アンケート質問項目(選択肢は省略してあります)≫  
問1．大学入学時に、将来就きたい職業はありましたか？お答え下さい。 

問2．現在就きたい職業はありますか？職種を3つまでお答え下さい。 

（内定をもらっている方は、その職種をお答え下さい。） 

問3．2009年卒業予定の方にお聞きします。就職活動の状況をお答え下さい。 

問4．2009年卒業予定で就職活動をした人は、就職活動の為の情報は主にどこから収集しましたか？ 

問5．全ての方にお聞きします。就職先を選ぶ際に優先すること・優先したことは何ですか？3つお答え下さい。 

問6．問5で「その他」と答えた方にお聞きします。それは何ですか？お答え下さい。(自由記述) 

問7．全ての方にお聞きします。あなたは就職活動に不安を抱えている、あるいは抱えたことはありますか？ 

問8．問7で「はい」と答えた方にお聞きします。それはどんな不安ですか？当てはまるものを全てお答え下さい。 

問9．問8で「その他」と答えた方にお聞きします。それは何ですか、お答え下さい。(自由記述) 

問10．問7で「はい」と答えた方にお聞きします。不安を解消させた言葉やセミナーなどございましたら、よろし

ければお答え下さい。（自由記述） 

問11．経済情勢が、2010年卒業予定の方の就職活動に何らかの影響を与えると思いますか？ 

問12．問11で「与えると思う」と答えた方にお聞きします。何に影響すると思いますか？お答え下さい。 

問13．問12で「その他」と答えた方にお聞きします。それは何ですか？お答え下さい。(自由記述) 

 

≪アンケート調査結果概要≫ 

問1．大学入学時に、将来就きたい職業は       問3．2009年卒業予定の方にお聞きします。 

ありましたか？                 就職活動の状況をお答え下さい。 

 半数以上の大学生が何らかの将来の目標をもって   11月の時点で76％の人が内定しているようです。 

入学しているようです。               進学（6％）も含め約8割の大学生が進路を決めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問5．全ての方にお聞きします。就職先を選ぶ際に優先すること・優先したことは何ですか？3つお答え下さい。 
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問7．全ての方にお聞きします。あなたは就職活動に不安を抱えている、あるいは抱えたことはありますか？ 

問8．問7で「はい」と答えた方にお聞きします。それはどんな不安ですか？当てはまるものを全てお答え下さい。 

86％の大学生が就職活動に不安をもっているようです。不安がある学生の中の8割の大学生は、具体的な不安を

もっているのに対して、2割の大学生は漠然とした不安しか持っていませんでした。 

また、「その他」の意見に「内定の取消しが不安」と答えた大学生が多かったです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査の概要や結果など、更に詳しい情報は、本日よりドットジェイピーオフィシャルホームページ

（ http://www.dot-jp.or.jp/ ）内の発表資料（ http://www.dot-jp.or.jp/archives/index.html ）にて掲載致しますの
でどうぞご覧下さい。そして、来月12月は『食の安全性についての意識調査』 を実施予定ですので、そちらも是

非ご期待下さい。  
 

 

▼NPO法人ドットジェイピー  http://www.dot-jp.or.jp  
本部 東京都港区、理事長 佐藤大吾、1998年設立。 

全国9支部と長崎に1つの支所設立準備室を置き、大学生約200人が中心となって「若年投票率の向上」を目的に

活動するNPO法人。 

 

学生を対象に議員事務所や官公庁にて、政策立案過程や行政について就業体験を積む「インターンシッププログラ

ム」を提供する。このプログラムは春期（2月～3月）と夏期（8月～9月）の年2回開催しており、これまでにの

べ3082の議員事務所と7545名の学生が参加。2008年夏に行われたプログラムでは308名の議員・首長と825名の

学生が参加した。また、ヤフー株式会社が運営する「Yahoo!みんなの政治」（http://seiji.yahoo.co.jp/）への議

員・議案情報提供や、週刊コミックバンチ（新潮社）誌上での漫画「タネダミキオでございます」連載など、活動

は多岐に及ぶ。（以上、2008年10月12日時点） 

 
≪お問い合わせ≫  
本部所在地：〒106-0032 東京都港区六本木7-21-7 ウエスタ六本木2F  
電話＆FAX： 0120-098-214     MAIL： info@dot-jp.or.jp  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
① 金銭的負担 
② 志望先の不在 
③ 健康状態 
④ 自己分析 
⑤ 他者との情報量
の差 

⑥ 面接技術 
⑦ 漠然としたもの 
⑧ その他 


